
近未来の都市の可能性を東京高速道路の幅で
計画した都市。建築、道、都市空間を融合性
を持ちながら、お互い物理的や機能的な境界
線を薄くなり、車社会からの革命、人を中心
で設計した重層都市である。

プログラムは都市の要素をS、M、L
で分類され、モノの移動速度、動的性
、静的性、自然の光の依頼性、密度性
などで決めること。
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